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１．本助成により実施した研究活動の全体概要 

   本助成により実施した研究活動のアウトラインを記入してください。なお、各項目における記入方法は、

上段には概要を箇条書きで２行程度にまとめていただき、下段には、その内容を記入してください。 

 

【課題、目的】 この研究活動を行った動機や目的を記入してください。 

・災害継承とは何か、という基礎的な議論について理論的な整理を深めること。 

・災害継承のあり方について、東日本大震災がその後の災害にもたらした影響を把握すること。 

本研究会は、貴学会からの複数回にわたる助成を受けて活動を行っていた若手災害研究者による「大

規模災害に備える若手災害ネットワーク(通称：若手ネットワーク)」を基盤として実施したものであ

る。このネットワークではこれまで、助成金を用いて東日本大震災の被災地に対する巡検を実施して

きており、被災地において多く解説をされてきた災害遺構など災害の体験・記憶継承(以下、災害継承)

に関する施設についても、被災 3 件にわたって広く来訪を行ってきた。そのなかで得られた 1 つの知

見として、東日本大震災においては、継承とは何か、という根本的な議論を行う時間が十分に得られ

ないまま、継承が必要であるという共通理解のもとで実践が進められていった側面があるということ

であった。このことが東日本大震災をめぐる継承における統一的なメッセージの不在や、施設ごとの

展示方針の差異などをもたらしていることが、ネットワークにおいては議論された。本研究会は、こ

のような知見についてより探求を深めるために助成申請を行ったものであり、とくに東日本大震災の

被災地そのものに対する検討にとどまらず、震災後に発生した各種の災害に対する波及効果について

もその射程とするところに特徴があったといえる。 

 

 

 

 

【実施方法、内容】 この研究活動の実施方法、内容を記入してください。 

・対面・オンラインの併用による定期的な勉強会の実施を行った。 

・有志による被災地の巡検を行った。 

 本研究会は、述べた通りに若手ネットワークを基盤としていることから、主な方法としては勉強会

の開催による相互の知見の共有、そして合同での被災地巡検を行うこととした。研究開始当初の段階

では、東日本大震災後の災害として想定していたものは、熊本地震や西日本豪雨であったが、その後

の令和 6 年能登半島地震の発生を受けて、研究会での議論を経て石川県奥能登地域を対象とする形へ

変更した。 

 研究会は対面およびオンラインによって 2 か月に 1 回程度の頻度で開催し、研究会メンバーによる

話題提供とあわせて、奥能登地域に関連する知見について積極的な共有を依頼した。たとえば野坂真

は、2007 年に発生した能登半島地震について輪島市でのフィールドワークを行っており、今回の被災

につながる輪島市のこれまでの状況について整理を行っている。また、小林秀行は能登群発地震の発

生以降、すでに奥能登地域を対象とした調査を実施してきており、同地域にもっとも大きな被害をも

たらした令和 6 年能登半島地震の直前に、被災者はどのような状況に置かれていたか、その知見を報

告している。また、安本真也は令和 6 年能登半島地震発生後に被災地の踏査を繰り返して実施してお

り、被害の状況を報告している。これらの知見の共有を踏まえて、2024 年 8 月には有志による被災地

の巡検を実施し、今回の奥能登における被害、そして今後の生活再建・災害復興として注目すべきポ

イントの整理を行った。 
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【活動成果】 この研究活動で得られた成果を記入してください。 

・輪島市は 2007年の地震から地域の状況も変わり、被災の経験を十分に活用できていない。 

・体験や記憶の継承は活用することが念頭に置かれるが、その妥当性を問い直す必要がある。 

 本研究会は述べたように、参加者がそれぞれの知見を持ち寄ることを基本に、その交流を通して新

たな知見を産出することを目指したものである。したがって、本研究会を通して得られた研究成果を

端的に示すことにはやや難しさがあるが、たとえば本研究会のテーマである体験・記憶継承のあり方

について、とくに輪島市における 2007年の被害との関係が今後の研究として焦点化されたことは、本

研究会の 1つの成果であるといってよいだろう。 

 述べたように輪島市は 2007年の能登半島地震によって被害を受け、その後に復興を遂げた地域であ

るが、研究会メンバーの野坂からはそうした先行する被災や復興の経験が、2024 年の地震に効果的に

引き継がれている様子が見えづらいことが、研究会のなかで指摘をされた。この指摘は、その後の巡

検や、輪島市でフィールドワークを行う雁部氏を招聘した研究会での報告とも接続され、奥能登とい

う地域自体が少子高齢化や、当時に復興を主導した世代のリタイアなど、2007年から 2024年までに大

きく変容しており、過去の経験をそのまま引き継ぐことが困難になっている可能性が浮き彫りとなっ

た。これまで災害体験や記憶の継承は、一般化された教訓をいかに引き継ぐかが重要視され、そのた

めの方法論の開発が念頭に置かれてきた。しかし、奥能登、とりわけ輪島市の状況を考えれば、やは

り同じ地域といえども災害は異なる顔をもつという性格が強く、体験や教訓が残されていたとしても、

それをそのまま受け継ぐことが難しいということは考え得る。このように考えた時、体験や記憶の継

承はそれを如何に残すかということと同時に、どのように使うことが出来るのかということも、さら

にいえば、そもそも体験や記憶とは活用するために残すものなのかという根本的な問いも含めて、検

討すべき余地があることが明らかとなった。 

 

 

 

２．本助成により実施された研究活動に関して補足説明することがあれば記入してください。 

（例：実施した研究活動の社会的意義、独自性及び改善点、今後の活動予定等） 

 すでに述べたように、本研究会は若手災害研究者による「大規模災害に備える若手災害ネットワー

ク(通称：若手ネットワーク)」を基盤としている。このネットワークは当初、東日本大震災発生時に

大学院生であった世代を中心として設立されたが、すでに活動の開始から 6 年を数え、現在では修士

課程・博士課程の大学院生も参加し、世代を超えた議論を生む場として展開している。貴学会の助成

は、もちろん研究テーマの深掘につながったことはもとより、それが間接的にはネットワークの活動

を支えるものともなっている。こうした次世代の災害研究者を養成するという効果を果たしているこ

とは学会助成を用いた活動として、広い意味での大きな社会的意義を有しているということは、ここ

で述べておきたい。また、能登半島地震の発生以降、奥能登に関する多くの研究・支援が実施されて

いるものの、複数の社会科学者が奥能登地域の知見を継続的に共有し、整理してきたということも、

地道ながらも極めて重要な取組であり、今後の研究成果につながるという意味でこうした場が成立し

ていたことの意義もあわせて示しておきたい。 

 反面、本研究会は能登群発地震、とりわけ令和 6 年能登半島地震の発生によって、その被害実態を

把握することに大きく力を振り向けることとなり、当初のテーマであった体験・記憶継承については、

今後に向けて注目すべきポイントを整理するところに留まった点、そして、活動の対外的な発信が不

十分なものとなっていたことは、大きな反省点であったといえる。ただし、前者について、若手ネッ

トワークでは今後も継続的に奥能登を対象とした研究を継続していくことから、本テーマについては

継続的な課題として取り組むこととしたい。後者については、2025 年度に研究会を通してなされた議

論を基盤としたシンポジウムの開催を企画している。 

 

 

 

   


